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国際ロータリー第 2790 地区第 5 グループ
2025-26 年度 第 25 回例会 （通算第 2715 回）週報

2026 年 2 月 25 日（水）

会 長     吉 田 和 義
幹 事     倉 島 和 広
会報・IT 活用委員会委員長	 阪 中 昌 司
	 副委員長	 大 岩 も え

RI 会長		 フランチェスコ・アレッツォ
ガバナー	 時 田 清 次
ガバナー補佐	 渡 邉 愼 司

■司会進行	 S.A.A. 加藤智生会員

◆点鐘	 吉田和義会長

◆ R ソング斉唱	 「手に手つないで」

◆四つのテスト	 藤野宏治会員

出席
会員 44名　出席 26名　欠席 18名
出席率	 	 63.41% (26/41)
修正前出席率	 68.29%
修正後出席率	 85.36%

欠席者【敬称略】
青木・石井・江﨑・大里・金見・小島・嶋津・四宮・鈴木
（秀）・鶴岡・濱田・林田・外崎・堀内・渡邉（愼）

メイクアップ【敬称略】
2/20	 2790 地区 ロータリー財団統括委員会
堀内

例会



◆ゲスト・来訪ロータリアン紹介	 吉田和義会長
本日のゲストをご紹介させていただきます。
はじめに、大澤様。本日はご参加いただき誠にありがとうご

ざいます。大澤様は当クラブの元メンバーであり、第50代会
長を務められた大澤藤満様のご子息でいらっしゃいます。藤
満様は非常に明るいお人柄で、海外旅行のお話や、クリスマス
例会で衣装をご持参いただき会場を盛り上げてくださったこ
とを、今でもよく覚えております。

(株)梅月庭 代表取締役　大澤広久様

続きまして、木更津市立図書館長の北村様。本日はご参加い
ただきありがとうございます。木更津市立図書館には、私の子
どもも大変お世話になりました。図書館は立派な建物である
に越したことはないと思いますが、最も重要なのは中身、すな
わちコンテンツであると考えております。我々の支援によっ
て、その中身が少しでも充実することを願っております。ゲス
トのご紹介は以上になります。

木更津市教育委員会 木更津市立図書館館長　北村晴美様

◆私の記念日祝い	 吉田和義会長
大森裕資会員（2/6）
大里光夫会員（2/22）

◆図書館　寄付授与式	 吉田和義会長
木更津市教育委員会 木更津市立図書館館長　北村晴美様

木更津市立図書館長の北村でございます。
木更津東ロータリークラブの皆様には、本日図書のご寄付

をいただきまして誠にありがとうございます。7月に続き今
年度2回目となりまして、大変恐縮しております。また、毎回
お招きいただき重ねて御礼申し上げます。木更津東ロータ
リークラブ様からは昭和49年よりほぼ毎年図書を寄贈いた
だいており、今回で52回目となります。これまでに累計5083
冊、506万3000円相当の補助をいただいております。

前回7月にいただきました図書の一部をご紹介いたします
と、「知っておくと楽になる自己肯定感のちしき」、「中高生の
ための小説のつくりかた」、「「分かりやすい表現」の技術　意
図を正しく伝えるための16のルール」など、中高生向けに計
31冊の図書を寄贈いただきました。今回の著書につきまし
ても、青少年の健全育成のため大切に活用させていただきま
す。今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

本日は誠にありがとうございました。



◆会長挨拶・報告	 吉田和義会長

皆さま、本日は2月第3例会にご出席いただき、誠にありがと
うございます。前回、2月4日の例会以降の活動についてご報
告いたします。

2月16日から18日までの3日間、岩根小学校における味噌
作りプロジェクトの味噌仕込みが行われました。私は子ども
たちが参加しない16日の作業にしか参加できませんでした
が、17日・18日に参加された皆さま、子どもたちの様子はい
かがだったでしょうか。直接見ることができず、大変残念に
思っております。

2月18日には、第5グループと第6グループの合同によるIM
が開催されました。ご参加いただいた皆さま、そして運営にご
協力くださった会員の皆さま、本当にお疲れさまでした。な
お、卓話のために来訪くださった坂出東クラブの皆さまへの
お土産は、梅月庵にてご用意させていただきました。

私事ではありますが、2月9日から白馬RCをホストクラブと
して開催されました国際スキーフェローシップに参加予定と
ご案内しておりました。しかし、同行予定の娘が前々日に体調
を崩し、翌日の検査でインフルエンザ陽性となったため、私自
身も感染の恐れがあり、やむを得ず出席を取りやめました。

その代わりと言っては何ですが、高校受験を終えた息子の
打ち上げを兼ねて、連休中に赤倉温泉スキー場へ行ってまい
りました。話には聞いていましたが、インバウンドの外国人
観光客で大変賑わっており、スキースクールのインストラク
ターやリフト券販売所のスタッフも外国人という状況でし
た。リフト券の高騰にも驚かされ、1日券が8,500円と白馬同
様の価格でした。インバウンド向けとはいえ、インフレの進行
を実感いたしました。

続いてお知らせです。皆さまのお手元に新千葉新聞の記事
を配布しております。本日18時より、佐藤会員による「著作権
侵害の事例と予防」と題した講座が開催されます。事前予約制
ではありますが、お時間のある方はぜひご参加いただければ
と思います。

今年度、新千葉新聞の記事紹介を始めた理由は、木更津ク
ラブの取り組みを参考にしたものではありますが、その趣旨
は互いの活動に関心を持っていただきたいという点にあり
ます。1月30日に開催されたガバナー主催のクラブサポート

ミーティングでは、会員増強について議論がありました。参考
資料として配布された「戦略的オープン例会10のポイント」
には学ぶべき点が多く、私たちが取り組めるヒントが示され
ています。会員の皆さまの心の片隅に留めていただければ幸
いです。

以上、会長挨拶並びに報告とさせていただきます。

◆幹事報告	 倉島和広幹事 

1. 第 8 回理事会報告
出席者 8 名
＜審議事項＞
1) 2026年1月分収支報告の件 

	 → 承認されました
2) 米山奨学生の世話クラブカウンセラーの件 

	 → 承認されました
3) 決議審議案の件 

	 → 承認されました
4) ハイキング例会の件 

	 → 承認されました
5) 次年度会長・幹事名刺の件 

	 → 承認されました

2. 幹事報告
1) ガバナー事務所よりMCRレポート（1月期）等が届いてお

りますので回覧させていただきます。
2) ガバナー事務所より「コーディネーターニュー 2026年3

月号」等が届いておりますので回覧させていただきます。
3) 次年度のロータリー手帳お買い上げご希望される方は事

務局までご連絡宜しくお願い致します。1冊880円送料別
となっております。

4) インターシティミーティングにてご協力いただきまし
た、スリランカ被害支援金募金額は63,000円でした。第5・
第6グループからとして25日付けにて送金させていただ
きました。ご協力ありがとうございました。

5) インターシティミーティング懇親会にてご協力いただ
きました、チアリーディングチームHoneysへの募金額は
263,100円でした。チアリーディングチームHoneysより、
募金のお礼の御連絡がと届いておりますので回覧させて
頂きます。



3. 他クラブからのお知らせ
なし

4. その他のお知らせ
1) かずさ市民応援団事務局より「会員登録更新のご案内」が

届いておりますので回覧させて頂きます。

5. 回覧
• ガバナー事務所より MCR レポート（1 月期） 
• ガバナー事務所より「コーディネーターニュー 2026 年

3 月号」
• かずさ市民応援団事務局より「会員登録更新のご案内」
• チアリーディングチーム Honeys より、募金のお礼

◆委員会報告	 青少年奉仕委員会
◇ロータリーの友 12 月号紹介	雑誌・姉妹クラブ担当委員会
	 遠山誠一委員長

ロータリーの友2月号の紹介
まず、横組みの記事の中から、今月は平和構築と紛争予防月

間とされていますので、5ページから13ページに掲載されて
いる、特集「平和を願う言葉の記録」の記事として、90歳を超
えるお二人の戦争体験を紹介します。沖縄県コザRC名誉会員
の諸見里氏は少年通信兵として激しい沖縄戦の中、足を負傷
しながらの撤退・避難の経験を克明に語っています。やがては
アメリカ兵に囲まれ捕虜となりハワイへ送られ収容所での強
制労働も体験し、終戦後の昭和21年11月に沖縄へ帰還された
とのことです。諸見里氏は昨年12月に96歳の生涯を閉じられ
ましたが、私達に対して、戦争という手段ではなく、あくまで
も民主的に争いのない平和な世の中を作ってほしいとの切実
なメッセージを残しております。続く13ページでは、広島県
三次中央RC平田氏の戦争体験について、同じ三次中央RCの和
田氏をあ通じて紹介されています。

平田氏は小学校時代に広島市から疎開していた同級生達の
終戦後を案じた思い出を語っております。疎開していた広島
市中心部の同級生達とは一緒に遊んだり学んだ記憶はないも
のの、原爆投下ですぐに頭に浮かんだのは、家族が犠牲になっ
たであろう、身寄りがなくなったであろう、同級生の今後の身
の上のことだったそうです。91歳となった今でも真っ先に脳
裏に浮かぶとのことです。戦争がもたらす悲惨さや悲しみは
当時少年だった心に深く刻み込まれ決して消えない、残酷な

ものであると私自身も思い知りました。皆さんにも、このお
二人の記事を是非じっくりとお読みいただきたいと思いま
す。

次に22ページから31ページまで、各地で行われたポリオ
根絶活動が掲載されています。医療やワクチンの提供だけで
なく、安全な飲み水の提供など生活基盤の改善に向けたプロ
ジェクト、ロータリー財団奨学生であった演奏家によるチャ
リティーコンサ―トの開催、28ページ下段には横浜市神奈川
区の市街地のビル最上部にポリオ根絶の広告看板を設置した
活動も掲載されています。その他自転車リレーキャラバン、
チャリティゴルフコンペ、チャリティー座禅会の開催など、今
後の当クラブの活動の参考となる取組みが紹介されておりま
す。

次に縦組み記事の中から一つ紹介します。2ページから「こ
れからの時代に求められている不登校支援について」精神科
医の斎藤環氏の講演内容の記事が掲載されています。少子化
の中でも不登校は年々万人単位で増加しているとのことで
す。背景には教師の言動や家庭や社会の状況などが複雑に絡
んでいるそうで、不登校自体は病気ではないが、長期化すると
心身の病に移行するため、斎藤氏の考える支援の在り方や向
き合い方が述べられています。不登校対策や向き合い方につ
いては、教育現場や家庭、専門家の間で多岐にわたり様々な議
論があり、その一つとして斎藤氏の講演を受け止めてみては
いかがかと思います。

以上でロータリーの友2月号の紹介を終わります。

◆ニコニコボックス報告	 親睦出席委員会　藤田洋行会員

 ○ 渡邉愼司ガバナー補佐
本日は試験があり出席できず、直接お礼を伝える事がで
きませんが、皆様のご協力により、無事IMを終えることが
できました。まだ残り4 ヵ月ありますので、よろしくお願
い致します。

 ○ 倉島和広会員
北村館長、ご来訪ありがとうございます。大澤さん、よう
こそロータリーへ。おヤジさんと同じように早く我々の
仲間になることを期待しています。

 ○ 吉田和義会長



大澤様、北村様のご来訪を歓迎いたします。

 ○ 内田愼一郎会員
味噌作り事業は、2月16、17、18日の仕込をもって一段
落しました。これから10月位まで完成するまでお待ち下
さい。長い間、ご協力下さいましてありがとうございまし
た。

 ○ 宮寺順子会員
IMでは皆様お世話になりました。坂出東の前田パストガ
バナー（PG）さまから、高倉観音に御奉納を頂きました。
お気持ちを東ロータリーにニコニコさせて頂きます。前
田PGと大屋委員長、お二方とも、すばらしい会だとおほめ
頂きました。高倉観音にも初めて参拝しましたが、次は会
員皆と来させていただきます、との事です。

◆出席報告	 親睦出席委員会　外崎広旭会員

■例会アワー	 会員増強委員会　宮寺順子委員長

◆卓話
テーマ：「新会員増強リストの情報共有について」
	 会員増強委員会　宮寺順子委員長

ロータリークラブにとって、会員の増強と維持は永遠の
テーマであり、クラブの活力そのものです。仲間が増えれば
増えるほど、私たちのクラブが地域にもたらすインパクトは
確実に大きくなります。

ただし、単に人数を増やすことが目的ではありません。ロー
タリーの価値観を共有し、互いに学び合い、支え合いながら
成長できる仲間を迎えること。そして、今いる会員の皆さま
が「このクラブに所属して良かった」と心から思える環境

を整えること。この “ 増強 ” と “ 維持 ” の両輪が揃ってこそ、
クラブは持続的に発展していくと考えます。

会員増強については候補者のピックアップや情報発信の工
夫など、クラブ全体で知恵を出し合い、行動につなげていく
ことが求められています。

また、会員維持の面では、互いの活動に関心を持ち、声を
掛け合うことが何より大切ではないでしょうか。ロータリー
は「人のつながり」が中心にある組織です。新しい仲間が自
然と溶け込み、長く活動を続けていただけるよう、皆さまの
お力添えをお願いしたいと思います。

今こそクラブの未来を見据え、会員増強・維持に真剣に取
り組む時期だと感じております。本日のアワーが、クラブの
将来を考える良い機会となり、皆さまの行動につながること
を期待しております。

◆点鐘	 吉田和義会長

例会日 : 毎週水曜日 PM12:30 ～ 1:30 

例会場 : オークラアカデミアパークホテル TEL 0438-52-0111

事務局 : 木更津市朝日 1 丁目 2-29 シグママンション朝日 B 棟 105 号

TEL 0438-25-0716  FAX 0438-25-0718

木更津東ロータリークラブ事務局メールアドレス

eastkisarazu-rc@nifty.com


